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●埋め立て・造成予定地に希少生物数多く発見（京田辺市大住地域） 

大住地域で巨大な面積の造成計画が実行されるということで現地の生育植物を調べてみました。そ

こには京都府が準絶滅危惧種と指定しているホンシュウカヤネズミやハタネズミなどの哺乳類が

生息していて、植物では日本全国で 4例目の発見になるフサヒメコウガイゼキショウが生育してお

り、京都府のレッドデータで絶滅寸前種に指定されているヒメコウガイゼキショウも発見されまし

た。そのほか国指定のカワヂシャや府指定のコガマなどが生育していました。 

以前田辺町の時代から天井川である天津神川や馬坂川、防賀川の切り下げが大きな課題でありまし

た。この工事が開始されるときグリーンベルトとしての役割があると考えて、京田辺市では天井川

一帯の植物調査が実施されました。この調査に当たったのが植物学者の故村田源先生（京都大学の

講師）で、そのお手伝いをしたのが湯川幸子さんや小林すみ子さんたちの生活学校の皆さんたちで

した。その時発見されたのがトキワススキでした。調査結果は後程冊子にまとめられました。 

今回は造成工事が年内に開始されるとお聞きしています。現場では現状がどういうようになってい

るのか，まったく調査することなく始められるようです。この地域は大昔には、木津川の河川敷内

に含まれていた痕跡が残され、きれいな砂地でもあります。私たちが光田先生と一緒に一部分でし

たが現地調査したところ、絶滅寸前種と指定されて

いる生物を数多く発見いたしました。 

ところが京田辺市では絶滅寸前種に指定されてい

るものが発見されたということなのですが、今のと

ころ、全く保護する動きは見られていないのです。

このままですと何事もなく造成工事が進められて

しまうことになることになります。 

里山の会の事務局会議（7月 28日)では現状を報告

したところ、記録に残しておくべきだという意見が

ありました。また公表、記者会見、現地見学会、学

習会などの開催に異論はありませんでした。これか

ら具体化を進めたいと思います 御協力をお願い

します。 

 

●京都府地域交響プロジェクト交付金申請 事務処理整う 

2021年度の京都府地域交響プロジェクト交付金申請（金額 300万円）には年度初めから有田勉理

事には、真剣に取り組んでいただいてきました。申請に 7つのイベントを考え出していただき、2

年前の申請時の事業計画の最終 3年目となる計画を組んでいただきました。これまではイベントの

実施前の申請処理の不足部分の修正や訂正に大変頭を悩ましてきましたが、申請事務には一区切り

がつきました。これからは申請書にもとづいて計画通りに実施実行し、効果を上げながら、年度末

に向かって成果を上げていかなくてはなりませんし、一つ一つの事業計画を確実にまとめ上げてい

くことになります。それにはイベント当日の処理と同時に事前の企画立案そして当日の成功はもち

ろんのことそれに加えて、全体の準備計画からプラン終了まで、領収書一枚一枚を整理していかな

ければならないところまで気配りが求められることになります。理事各位のご協力をいっそうよろ

しくお願いいたします。 

 

ヒメコウガイゼキショウ 

絶滅寸前種 



申請したプランを紹介しておきます 

❶親子で遊ぼう学ぼう魚とり 68万 ❷オオムラサキ観察会 33万 ❸京都府子どもの水辺交流発

表会 36万 ❹中聖牛設置 85万 ❺里山農園を生かした自然学習 28万 ❻地域説明会 45万 ❼

カヌー体験 42万 

 

 

●会誌 50号発送終わる 

先週の木曜日（7月 22日）印刷製本を行い、ほとんどその日のうちに手配り、発送でお届けをい

たしましたが、会費未納入者への請求書同封等の手続きで一部が未発送として残っていました。大

村理事長がこれに気付き 27日に急遽発送を行っていただきました。それでもなお一部（20部程度）

が残っていましたので、本日 29日には送り終える段取りをしています。定期発行（4月 10 月）を

続けられるように努力をしましたが、なかなか思うように進展できませんでした。会員の皆さんに

はご迷惑をおかけいたしましたが、ご容赦をお願いいたします 

 

●「親子で遊ぼう学ぼう魚とり」スタッフ要員募集  

コロナウイルス感染予防のため大人数の密の状態を回避しながら例年実施している夏休みの里山

の会の魚とりの開催を行います。20年以上継続しておりスタッフの年齢も高齢化し、体力の低下

も著しく、熱中症対策も強く協調され、里山の会としてはかなり重荷となっており、一時中止もや

むなしとの結論に至りました。しかしこれまで期待されてきた経過を考えると開催への努力をしよ

うと元気を振り絞りました。回数や規模を大幅に縮小変更しての開催となりました。また継続のた

めにご協力いただける多くの皆さんのお力添えを期待して 8月 8日（日）の午前中に実施いたしま

す。スタッフに加わっていただく方をできるだけ多く求めております。現状をご理解くださって応

援を頂けますようお願い申し上げます。氏名 年齢 連絡先 住所 電話またはメールでいただけ

ればありがたいです。 

 


